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組合のフェイスブック
ページもご覧いただけます！

損　益　計　算　書
平成28年７月１日から平成29年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 568,447,782 568,447,782 8,437,000 139,570,559 420,440,223

　２．事 業 費 用 407,564,695 407,564,695 5,643,247 93,496,828 308,424,620

事 業 総 利 益 160,883,087 160,883,087 2,793,753 46,073,731 112,015,603

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 76,262,740 76,262,740 17,332,441 13,865,953 45,064,346

　２．旅 費 交 通 費 1,207,083 1,207,083 274,337 219,470 713,276

　３．事 務 費 3,178,154 3,178,154 722,308 577,846 1,878,000

　４．業 務 費 1,155,802 1,155,802 262,682 210,146 682,974

　５．諸 税 負 担 金 1,711,998 1,711,998 389,090 311,272 1,011,636

　６．施 設 費 29,337,603 29,337,603 6,667,637 5,334,110 17,335,856

　７．雑 費 807,097 807,097 183,431 146,745 476,921

事 業 管 理 費 計 113,660,477 113,660,477 25,831,926 20,665,542 67,163,009

事 業 利 益 47,222,610 47,222,610 △23,038,173 25,408,189 44,852,594

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 1,118,369

　２．事 業 外 費 用 512,630

事 業 外 損 益 605,739

経 　 常 　 利 　 益 47,828,349

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 2,296,296

　２．特 別 損 失 0

特 別 損 益 2,296,296

税 引 前 当 期 利 益 50,124,645

法人税・住民税及び事業税額 2,659,700

当 期 剰 余 金 47,464,945

前 期 繰 越 剰 余 金 2,025,811

当 期 未 処 分 剰 余 金 49,490,756

第　108　号（1）平成29年10月号

　

平
成
二
十
九

年
九
月
八
日
、

静
岡
市
林
業
セ

ン
タ
ー
に
て
第

三
十
六
回　

静

岡
市
森
林
組
合

　

通
常
総
代
会

が
総
代
四
十
九

名
の
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
吉
澤
修

一
組
合
長
が
、

次
の
よ
う
に
挨

拶
申
し
上
げ
ま
し
た
。「
組
合
員
、
地
域
の

皆
様
方
、
関
係
各
位
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し

て
は
平
素
よ
り
組
合
事
業
に
御
理
解
、
御
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
森
林
林
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
森
林

法
の
改
正
、
静
岡
県
の
森
林
共
生
計
画
の
十

年
延
長
、
な
ら
び
に
森
林
環
境
税
の
審
議
な

ど
、
林
業
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

木
材
生
産
量
は
平
成
十
四
年
を
底
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
需
要
量
は
平
成
二
十

一
年
を
底
に
持
ち
直
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
材
価
、

木
材
の
値
段
は
大
型
合
板
工
場
の
稼
働
、
あ

る
い
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
、
話
題
は
あ
り

ま
す
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
せ
ん
。
材
価

の
低
迷
は
零
細
林
家
の
林
業
離
れ
を
招
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
静
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
委
員

会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
話
題
に
な
っ
た
の
は

不
在
地
主
の
存
在
で
す
。
不
在
不
明
地
主
の

存
在
は
地
域
計
画
取
り
ま
と
め
の
障
害
と
な

り
ま
す
。
早
急
に
対
応
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

森
林
認
証
に
つ
い
て
は
関
係
各
位
の
御
尽

力
に
よ
り
オ
ク
シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
今
年
度
中
の
認
証
取
得
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
法
令
遵
守
、
内
部
統
制
の

厳
格
運
用
の
遵
守
、
並
び
に
情
報
の
共
有
、

事
業
進
捗
の
「
見
え
る
化
」
等
を
通
し
て
、

不
祥
事
の
発
生
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
林
業
従
事
者
の
働
く
意
欲
と
能

力
向
上
の
た
め
に
能
力
評
価
シ
ス
テ
ム
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
に
お

い
て
、五
カ
年
の
経
営
目
標
を
作
成
す
る
等
、

ビ
ジ
ネ
ス
林
業
の
講
習
の
成
果
が
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
組
合
の
財
務
状
況
は
だ

い
ぶ
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
将
来
へ
の
投
資
を

見
据
え
る
と
、
ま
だ
不
安
の
要
素
が
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
グ
ラ

ッ
プ
ル
装
備
の
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
を
導
入
し
ま

し
た
が
、
高
性
能
機
械
の
導
入
と
作
業
員
の

能
力
向
上
は
目
前
の
重
要
課
題
で
す
。

　

当
組
合
で
は
共
同
の
理
念
を
通
じ
て
、
組

合
員
並
び
に
地
域
の
方
々
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
森
林
組
合
を
取

り
巻
く
環
境
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
所
存
で
す
の
で
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

ま
た
、
静
岡
県
議
会
議
員　

天
野　

一
様

を
は
じ
め
、
静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所
長　

望
月
一
男
様
、
静
岡
市　

中
山
間
地
振
興
課

担
当
部
長　

草
分
與
志
様
、
静
岡
県
森
林
組

合
連
合
会　

指
導
課
長　

勝
亦
悠
貴
様
よ
り

来
賓
祝
辞
の
御
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ

の
他
、
静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所　

森
林
整

備
課　

主
査　

藤
浪
様
、
国
立
研
究
開
発
法

人
森
林
研
究
・
整
備
機
構　

森
林
整
備
セ
ン

タ
ー　

静
岡
水
源
林
整
備
事
務
所
長　

平
井

様
、
静
岡
市　

中
山
間
地
振
興
課
長　

佐
野

様
、
森
林
・
林
業
係
長　

小
松
様
、
同
係
主

任
主
事　

神
谷
様
、
静
岡
市
治
山
林
道
課
長

　

増
田
様
、
同
課
主
幹
兼
林
道
第
一
係
長　

木
下
様
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
全
て
の
議
案
が
承
認

可
決
さ
れ
、
無
事
、
通
常
総
代
会
を
閉
会
致

し
ま
し
た
。

吉
澤
組
合
長 

挨
拶

県
議
会
議
員
天
野
様 

御
祝
辞

総　合　貸　借　対　照　表
平成29年６月30日

科　　　目 内　訳 小　計 合　計 科　　　目 内　訳 小　計 合　計
資　産　の　部 円 円 円 負　債　の　部 円 円 円

流　動　資　産 流　動　負　債
１．現 金 59,908 １．受 託 販 売 預 り 金 10,577,254
２．預 金 190,190,306 ２．買 掛 金 212,981
３．売 掛 金 244,125 購 買 買 掛 金 212,981

購 買 売 掛 金 244,125 ３．未 払 金 3,344,848
４．未 収 金 6,990,401 事 業 未 払 金 282,763

事 業 未 収 金 6,441,401 一 般 未 払 金 790,585
一 般 未 収 金 0 未 払 消 費 税 2,271,500
未 収 賦 課 金 549,000 ４．未 払 法 人 税 等 5,026,500

５．購 買品棚卸資産 712,268 ５．預 り 金 9,560,680
事 業 物 資 346,272 ６．貸 倒 引 当 金 49,973
生 活 物 資 232,886 ７．賞 与 引 当 金 1,250,000
養 苗 勘 定 133,110 ８．機 械 購 入 引 当 金 10,000,000

６．立 替 金 22,842
造 林 立 替 金 0
一 般 立 替 金 22,842

７．前 渡 金 179,163
８．事 業 前 払 費 用 10,900,407

請負林産前払費用 5,846,966
森林整備前払費用 5,053,441

９．前 払 い 費 用 30,880
10．仮 払 金 0
流 動 資 産 合 計 209,330,300 流 動 負 債 合 計 40,022,236

固　定　資　産 固　定　負　債
有形固定資産 １．退 職 給 付 引 当 金 24,906,901
１．建 物 1,400,989 ２．役員退任慰労金引当金 577,000
２．機 械 装 置 18,377,860 固 定 負 債 合 計 25,483,901
３．車 輌 運 搬 具 2 負 債 合 計 65,506,137
４．器 具 及 び 備 品 364,895
５．森 林 113
有 形 固 定 資 産 計 20,143,859

無形固定資産 純 資 産 の 部
１．電 話 加 入 権 291,176 291,176 組 合 員 資 本

１．出 資 金 31,552,000
外　部　出　資 ２．利 益 剰 余 金 110,535,647
１．系 統 出 資 金 26,310,000 法 定 準 備 金 26,449,063
２．系 統 外 出 資 金 1,335,000 任 意 積 立 金 84,086,584
外 部 出 資 計 27,645,000 ３．当期未処分利益剰余金 49,490,756

当 期 剰 余 金 47,464,945
その他固定資産 前 期 繰 越 剰 余 金 2,025,811
１．差 入 保 証 金 84,000 ４．資 本 準 備 金 409,795
そ の 他 固 定 資 産 計 84,000 組 合 員 資 本 合 計 191,988,198
固 定 資 産 合 計 48,164,035 純 資 産 合 計 191,988,198

資 産 合 計 257,494,335 負 債 ・ 純 資 産 合 計 257,494,335

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  2.5人

販　　売  2.0人

森林整備  6.5人

合　計 11.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

第36回
通常総代会開催

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
及
び
注
記
表
・
附
属
明
細

書
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

設
定
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
一
般
賦
課

金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
役
員
報
酬

を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
諸
手
数
料

徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
余
裕
金
及

び
積
立
金
預
け
入
れ
先
を
定
め
る
件

第
七
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る

借
入
金
の
最
高
限
度
を
定
め
る
件

第
八
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る

貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定
め
る
件

第
九
号
議
案　

定
款
及
び
定
款
付
属
書
の
一

部
変
更
に
関
す
る
件

第
十
号
議
案　

森
林
経
営
規
定
の
制
定
の
件

総
代
会
議
案

　

平
成
二
十
八
年
度
の
損
益
状
況
を
説
明
し

ま
す
。
事
業
収
益
、
事
業
費
用
と
も
に
増
加

し
ま
し
た
。
当
組
合
が
策
定
主
体
と
な
る
森

林
経
営
計
画
に
基
づ
く
利
用
間
伐
や
森
林
作

業
道
の
事
業
拡
大
と
、
分
収
造
林
事
業
の
育

林
業
務
の
拡
大
を
進
め
た
結
果
、
増
収
と
増

益
に
繋
が
り
ま
し
た
。
更
に
機
械
化
の
推
進

や
作
業
班
員
の
効
率
的
な
割
振
り
に
よ
り
、

直
接
経
費
を
削
減
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因

で
す
。

　

次
に
決
算
日
に
お
け
る
財
務
状
況
を
説

明
し
ま
す
。
流
動
資
産
の
現
金
、
預
金
が

事
業
の
効
率
的
拡
大
に
よ
り
、
昨
年
度
の

一二
八
、二
九
七
千
円
か
ら
一
九
〇
、二
五
〇
千

円
に
増
加
し
ま
し
た
。
木
材
搬
出
量
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
を
購
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
機
械
の
固
定
資
産
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
老
朽
化
し
て
い
る
保
有

機
械
の
買
替
え
や
生
産
効
率
を
上
げ
る
造

材
系
林
業
機
械
の
購
入
を
目
論
み
、
引
当

金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

退
職
給
付
規
程
、
役
員
退
任
慰
労
金
支
給

規
程
に
基
づ
き
引
当
金
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
中
に
事
業
の
運
転
資
金
と
し
て

四
〇
、〇
〇
〇
千
円
借
入
し
、
完
済
し
て
お

り
ま
す
が
今
後
は
借
入
に
頼
ら
な
い
組
合
経

営
を
目
指
し
、
組
合
員
の
皆
様
の
山
林
管
理

の
御
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度

損
益
状
況
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第　108　号 平成29年10月号（2）

　　　　　　　㎥単価を石単価に換算するには、
　　　　　　　概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日　　平成29年９月21日
　　市回数　　2,499回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

2
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6

2
3

4

6

7
4.0～
～6

す

　
　
　
　
　ぎ

ひ

　
　
　の

　
　
　き

ま
つ

20～
14
16～18
20～
8～11
12～13
14
16～18
20～22
24～28
30～34
36～
16～18
20～22
20～
14～15
16
18～22
8～12
13
14
16
18
20～22
24～28
30～34
30～
16（17）
18
20～22
16～18
22～26
28～32

樹種 長　さ
（m）

末口径
（cm）

落　　　札　　　価　　　格
高　値 中　値 １本当単価 安　値

気　配 昨年同期
中　値

8,000
10,000
12,000
14,000
250
8,000
9,000
11,000
12,500
20,000
20,000
20,000
15,500
14,500
30,000
14,000
18,000
17,500
300

10,000
14,000
16,500
16,500
17,000
20,000
18,000
58,000
19,000
29,000
25,000
－　
－　
－　

7,000
9,000
11,000
12,000
250
8,000
9,000
10,500
11,000
13,000
13,500
16,000
15,500
14,500
10,000
12,500
17,500
17,000
300

10,000
13,000
16,000
15,500
16,000
16,000
16,000
30,000
19,000
29,000
22,000
－　
－　
－　

1,350
531
957
1,584
－　
464
702
1,218
1,936
3,510
5,535
6,560
2,254
3,498
1,486
738
1,523
2,244
－　
580
1,014
1,856
1,798
2,816
4,320
6,560
12,300
7,790
5,626
6,380
－　
－　
－　

6,000
9,000
9,000
10,000
250
7,000
8,000
8,000
8,000
8,000
8,000
－　
15,500
14,500
7,000
8,000
16,500
16,500
300
9,500
13,000
15,000
15,000
15,000
14,000
14,500

19,000
29,000
19,000
－　
－　
－　

7,000
10,000
12,000
12,500
250
8,000
10,000
10,500
11,000
12,500
13,500
15,000
15,500
14,500
10,500
15,000
19,000
18,000
300

10,000
14,500
17,500
17,500
16,500
17,500
16,500
30,000
－　
27,000
23,000
－　
－　
－　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
▼
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
－
－
－

県森連静岡事業所

オ
ク
シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会
　

　
　
設
立
報
告
　
及
び
記
念
講
演
会

新
入
職
員
紹
介

森
の
力
再
生
事
業

　
　
　
　
実
施
状
況

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
八

日
、
静
岡
市
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
て

「
オ
ク
シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会　

設
立
報
告　

及
び
記
念
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
認
証

制
度
と
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林

を
第
三
者
機
関
が
認
証
す
る
制
度

で
す
。
違
法
伐
採
へ
の
批
判
や
持

続
可
能
な
原
材
料
調
達
の
観
点
か

ら
世
界
中
で
普
及
が
進
み
つ
つ
あ

り
、
適
正
に
管
理
さ
れ
た
森
林
か

ら
供
給
さ
れ
る
認
証
材
へ
の
ニ
ー

ズ
が
、急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
、
市
、
静
岡
市

内
三
森
林
組
合
が
、
森
林
認
証
の

取
得
を
目
指
し
た
認
証
管
理
団
体

「
オ
ク
シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会
」を 

設
立
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
オ
ク

シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
、
当
組
合
長　

吉
澤

修
一
が
設
立
報
告
を
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
㈱
静
岡

伊
勢
丹　

代
表
取
締
役
社
長　

雨

宮　

潔
様
よ
り
「
地
域
密
着
型
百

貨
店
を
目
指
す
静
岡
伊
勢
丹
の
販

売
戦
略
～
オ
ク
シ
ズ
材
×
静
岡
伊

勢
丹
～
」
の
演
題
の
も
と
、
御
講

演
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
静
岡
市
内
の
森
林
認
証

林
面
積
の
拡
大
を
図
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
森
林
づ
く
り
、
ま
た
オ

ク
シ
ズ
認
証
材
の
供
給
力
を
高
め

る
と
と
も
に
世
界
水
準
の
森
林
管

理
を
行
っ
て
い
く
事
を
目
標
と
し

て
い
き
ま
す
。

静
岡
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

宮
本
生
一
氏
が
表
彰

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
、

宮
本
生
一
氏
が
平
成
二
十
八
年
度

静
岡
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

林
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

林
業
労
働
者
の
育
成
確
保
に
努

め
ら
れ

た
等
の

功
績
が

称
え
ら

れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
八

月
か
ら
静
岡

市
森
林
組
合

で
お
世
話
に

な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
加
藤
典
子
（
か
と

う
の
り
こ
）
と
申
し
ま
す
。
静
岡

市
出
身
で
静
岡
英
和
学
院
大
学
を

卒
業
し
、
静
岡
市
森
林
組
合
で
は

何
度
か
臨
時
職
員
と
し
て
度
々
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
職
員
と
し
て
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
至
ら
な
い
点
が
あ
り
、
ご
教
授

い
た
だ
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

九
月
四
日
、
静
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
に
て
、

平
成
二
十
九
年
度
静
岡
県
森
林
・

林
業
技
術
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所　

森
林
経
営
課　

主
任　

北
野
佑
多

佳
様
と
、
当
組
合　

業
務
部　

鹿

子
嶋
と
三
好
が
共
同
で
発
表
し
、

見
事
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
題
目
は
「HINA

TA
/M
A
 

GOM
E
百
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

地
域
住
民
主
体
の
森
林
経
営
～
」。

こ
の
題
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

静
岡
市
大
川
地
区
に
て
行
っ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
協

議
会
の
皆
様
、
静
岡
県
中
部
農
林

事
務
所
、
静
岡
市
、
当
組
合
が
連

携
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
こ
の

地
域
で
は
平
成
二
十
七
年
か
ら
の

三
年
間
で
、
約
六
〇
〇
ha
の
森
林

経
営
計
画
が
作
成
さ
れ
、
間
伐
や

森
林
作
業
道
の
開
設
等
、
広
く
施

業
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

優秀賞受賞
静岡県森林・林業技術研究発表会
～静岡市大川地区にてプロジェクト～

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
第
一
に
地
域
の
山

を
管
理
す
る
の
は
、
地
域
住
民
で

あ
る
と
い
う
点
に
気
付
き
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
協
議
会
の
皆
様
か
ら
、

今
後
施
業
を
行
い
た
い
箇
所
等
の

意
見
が
多
く
、
地
域
で
森
林
を
よ

く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

感
じ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
協
議
会
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
諸
事
情
を
反
映
し
た

取
り
ま
と
め
が
で
き
、
効
率
化
に

繋
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
地
域
が
ま
と
ま
る
と
、

施
業
の
団
地
化
に
よ
り
、
効
率
的

な
路
網
整
備
や
機
械
経
費
の
削
減

等
、
長
期
的
な
森
林
経
営
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
組
合
と
し
て
御
手
伝

い
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
で
優
秀
賞
を
頂
き

ま
し
た
の
で
、
平
成
三
十
年
二
月

に
関
東
森
林
管
理
局
森
林
・
林
業

技
術
等
交
流
発
表
会
（
群
馬
県
前

橋
市
）
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

九
月
六
日
、
富
士
宮
市
ふ
も

と
っ
ぱ
ら
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

第
二
十
四
回
静
岡
県
伐
木
造
材
技

術
競
技
会
へ
当
組
合　

技
術
作
業

員
の
大
棟
が
出
場
し
、
静
岡
県
林

業
技
術
者
協
会
長
賞
を
受
賞
致
し

ま
し
た
。
今
後
も
組
合
一
同
、
安

全
確
実
な
作
業
方
法
の
習
得
と
技

術
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

伐
木
造
材
技
術
競
技
会
へ
出
場

　

静
岡
県　

森
林
づ
く
り
県
民
税

に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
森

の
力
再
生
事
業
」
で
す
が
、
当
組

合
で
も
大
き
く
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
森
林
所
有

者
様
で
は
手
に
負
え
な
い
荒
廃
し

た
森
林
を
森
林
組
合
や
林
業
事
業

体
が
整
備
を
さ
せ
て
頂
く
事
業
で

す
。
当
組
合
で
は
平
成
二
十
八
年

度
に
大
川
地
区
、
大
河
内
地
区
に

て
約
一
一
〇
ha
の
森
林
を
整
備
致

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も
大

川
地
区
、
清
沢
地
区
、
俵
峰
等
で

整
備
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
様
、
御
本
人
で
は

管
理
が
で
き
な
い
森
林
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
こ
ち
ら
の
「
森
の
力
再

生
事
業
」
に
よ
る
整
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
整
備
を
希
望
さ
れ
る
方
は

当
組
合
ま
で
御
相
談
下
さ
い
。

H28年度森の力施工地

　

九
月
十
九
日
、
静
岡
市
林
業
セ

ン
タ
ー
に
て
安
全
祈
願
祭
、
及
び

林
業
労
働
災

害
防
止
講
習

会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭

で
は
見
城
神

官
に
よ
り
祝

詞
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
林
業
労
働
災
害
防
止
講
習
会

で
は
静
岡
労
働
基
準
監
督
署 

安

全
衛
生
課
長 

宮
澤
純
様
、
静
岡

県
森
林
組
合
連
合
会　

事
業
部
長

　

高
橋
雅
弘
様
よ
り
林
業
労
働
災

害
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
御
講
演

頂
き
ま
し
た
。

　

山
林
を
皆
伐
、間
伐
す
る
際
は
、

伐
採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
伐

採
届
は
、立
木
伐
採
前
に
作
成
し
、

静
岡
市
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

・
当
組
合
で
は
伐
採
届
を
代
理
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
手
数
料

と
し
て
、一
通
一
、〇
八
〇
円
（
税

込
）
を
頂
戴
し
ま
す
。

※
直
接
、
静
岡
市
の
窓
口
へ
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
当
組
合
で
伐
採
届
を
代
理
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
書
類
を

提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

　

①
伐
採
届
受
付
用
紙
（
当
組
合

に
て
受
付
時
に
配
布
）

　

②
届
出
す
る
場
所
の
森
林
簿

　

③
届
出
す
る
場
所
の
図
面

　

④
保
安
林
台
帳
の
写
し
（
保
安

林
の
場
合
の
み
）（
静
岡
県

中
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
、

静
岡
市
治
山
林
道
課
に
て
取

安
全
祈
願
祭
・
林
業
労
働

災
害
防
止
講
習
会
を
開
催

伐
採
届
に
つ
い
て

得
可
能
）

　

②
③
は
静
岡
県
中
部
農
林
事
務

所
、
ま
た
は
静
岡
市
中
山
間
地
振

興
課
に
て
取
得
可
能

※
伐
採
届
に
関
し
ま
し
て
は
、
電

話
で
の
受
付
は
致
し
か
ね
ま

す
。
お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が

直
接
組
合
へ
お
越
し
下
さ
い
。

※
通
常
、
申
請
か
ら
静
岡
市
の
伐

採
許
可
が
下
り
る
ま
で
一
～

二
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※
植
付
の
補
助
金
を
申
請
す
る
際

に
、
皆
伐
時
の
伐
採
届
が
必
須

に
な
り
ま
す
。
御
注
意
願
い
ま

す
。（
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
広

葉
樹
の
皆
伐
で
も
伐
採
届
は
必

要
で
す
）

　
組
合
員
の
皆
様
へ
、
賦
課
金
の

納
入
の
お
知
ら
せ
を
発
送
致
し
ま

し
た
。

　
御
支
払
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
名
に
変
更
（
相

続
変
更
を
含
む
）が
あ
る
場
合
は
、

　
お
手
数
お
か
け
し
ま
す
が
、
当

組
合
ま
で
御
一
報
お
願
い
致
し
ま

す
。

※
賦
課
金
の
納
入
期
日
は
十
月

三
十
一
日
で
す
。

賦
課
金
納
入
の
お
知
ら
せ


